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市報のおがた　20

□転入  160 人　□転出  148 人
□出生    26 人　□死亡    79 人

　令和 6 年 1 月末現在
　（　）は前年同月との比較

■人口　55121 人（ － 452）
　〔うち外国人 738 人〕
　　男　26,128 人  （ － 160）
　　女　28,993 人  （ － 292）
■世帯数　27,644 世帯（+166）

　
直
方
の
歴
史
上
の
重
大
事
項
そ
の
１

　
直
方
の
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
長
い
歴
史

を
鳥ち

よ
う
か
ん
て
き

瞰
的
に
と
ら
え
た
場
合
、二
つ
の
重
大

な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
初
は
江
戸
時
代
の
初
期
に
こ
の
地
に
福

岡
藩
の
支
藩
で
あ
る
東
蓮
寺
藩（
の
ち
直
方

藩
と
改
称
）が
設
置
さ
れ
、約
百
年
間
に
わ

た
り
藩
主
と
家
臣
の
武
士
団
、更
に
そ
の
家

族
が
住
ん
で
い
た
と
い
う
歴
史
で
す
。

　
こ
れ
は
筑
前
国
で
も
福
岡
藩（
現
在
の
福

岡
市
）、秋
月
藩（
現
在
の
朝
倉
市
）、東
蓮

寺
藩・直
方
藩（
現
在
の
直
方
市
）だ
け
に
し

か
な
い
出
来
事
で
す
。

　
こ
れ
を
記
念
し
て
昨
年
は
東
蓮
寺
藩
誕

生
四
百
年
記
念
事
業
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。直
方
市
教
育
委
員
会・直
方
市
観

光
物
産
振
興
協
会
に
加
え
て
直
方
郷
土
研

究
会・九
州
桃
山
茶
陶
研
究
会・古
高
取
を

伝
え
る
会
な
ど
の
民
間
文
化
団
体
の
主
催

に
よ
る
各
種
の
イ
ベ
ン
ト・講
演
会・シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
市
民
の
関
心
も

高
く
、い
ず
れ
も
盛
会
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
直
方
の
歴
史
上
の
重
大
事
項
そ
の
２

　
も
う一つ
の
重
大
な
出
来
事
は
明
治
時
代

か
ら
昭
和
三
十
年
代
ま
で
の
約
百
年
間
続

い
た
炭
鉱
の
時
代
で
す
。

　
筑
豊
炭
田
は
石い

し
か
り狩
炭
田（
北
海
道
）・常じ

ょ
う
ば
ん磐

炭
田（
福
島
県・茨
城
県
）、三み

い
け池
炭
田（
福

岡
県・熊
本
県
）と
並
ぶ
日
本
の
主
力
炭
田

で
し
た
。

　
昭
和
五
十
四
年（一九
七
九
年
）に「
直
方

市
史
補
巻・石
炭
鉱
業
編
」が
独
立
し
て
刊

行
さ
れ
た
こ
と
が
、直
方
で
の
石
炭
の
重
要

性
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
直
方
市
史・石
炭
鉱
業
編
の
序
文
か
ら

　
九
州
大
学
の
秀
村
選
三
教
授（
日
本
経

済
史
）が
石
炭
鉱
業
編
に
序
文
を
寄
稿
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、紹
介
し
ま
す
。

「
十
九
世
紀
の
石
炭
に
よ
っ
て
工
業
化
が
進

め
ら
れ
た
時
代
に
、も
し
わ
が
国
に
石
炭
が

産
出
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、後
進
国
日
本
は

果
し
て
工
業
化
、近
代
化
を
成
し
得
て
い
た

で
あ
ろ
う
か
。ま
た
生
産
力
が
壊
滅
状
態
に

あ
っ
た
敗
戦
国
日
本
を
復
興
さ
せ
た
の
も
、

傾
斜
生
産
方
式
に
よ
る
石
炭
と
鉄
鋼
の
生

産
復
興
が
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。」

「
わ
が
国
最
大
の
産
炭
地
筑
豊
炭
田
の
中
心

的
位
置
に
あ
り
、藩
政
時
代
か
ら
早
く
も
石

炭
採
掘
を
は
じ
め
た
直
方
は
石
炭
と
と
も
に

盛
衰
を
重
ね
、日
本
資
本
主
義
の
歩
み
を
端

的
に
示
す
町
で
あ
っ
た
。」

　
写
真
説
明

　
こ
の
写
真
は「
直
方
名
勝
　
三
菱
新
入

五
坑
」と
記
さ
れ
た
絵
葉
書
で
、直
方
尾
島

商
店
が
発
行
し
た
も
の
で
す
。

　
東
京
都
江
東
区
で
直
方
藩
発
祥
の
古
武

術
の
双
水
執
流
を
伝
承
さ
れ
る
臼
木
良
彦

氏
の
直
方
古
写
真
コ
レ
ク
シ
ョン
で
す
。

　
多
賀
神
社
の
現
在
の
駐
車
場
の
位
置
か

ら
見
た
、三
菱
新
入
炭
鉱
第
五
坑
の
炭
車

積
込
風
景
で
、左
手
が
坑
口（
市
民
球
場
バッ

ク
ネ
ッ
ト
付
近
）、奥
が
新
入
炭
鉱
第
二
坑
、

右
手
の
丘
陵
が
随
専
寺
、向
こ
う
の
山
並
み

が
六
ケ
岳
で
す
。

　
明
治
末
期
か
ら
大
正
時
代
の
撮
影
と
思

わ
れ
ま
す
が
、現
在
で
は
想
像
も
つ
か
な
い

光
景
が
広
が
って
い
ま
す
。

  
直
方
の
炭
鉱
の
歴
史

  
第
1
回

　

筑
豊
炭
田
と
直
方

第第108108回回

三菱新入炭鉱第五坑（大字直方）
（臼木良彦コレクションから）


